
じぶんのなまえが かけるように れんしゅうしておきましょう。じょうずに かける

ようになったら、しょしゃのきょうかしょ ７ぺーじに ゆっくり ていねいに   

かいてみましょう。ひらがなれんしゅうちょうにもかくところがあったらかきましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

★がっこうが おやすみのあいだ こくごのきょうかしょをつかって おうちで がくしゅうし

ましょう。ひとりでも できますが できれば おうちのかたと いっしょに やりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方へ】 

学校が始まったら、学級で自己紹介をします。隣の子としたり、同じ班の子としたり、歩き回って自由にす

る場合もあれば、みんなの前で一人ずつする場合もあります。そこで、どんなふうに自己紹介したらいいの

か、一緒に考えてあげてください。そして、自己紹介の練習もさせてください。初めに『私は（僕は）〇〇

（名前）です』と、はっきりした声で言い、次に好きな食べ物、得意なことなど、自分のことで伝えたいこ

とが言えるようにします。最後に『よろしくお願いします』と言わせます。『私は〇〇です。いちごが好き

です。よろしくお願いします』程度で十分です。話すのが苦手なお子さんは『私は〇〇です。よろしくお願

いします』だけでも大丈夫です。また、平仮名の学習が始まる前に、学校でプリント等に自分の名前を書く

機会も増えます。そこで、自分の名前を書く練習をさせておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎えんぴつは B か２B で 

かきましょう。 

 

あだちく １ねん こくご きょうかしょを つかって       

おうちでがくしゅう⑥ 「わたしのなまえ」 P１０～１１ 
足立区教育委員会 

きょうかしょ １０ぺーじを みてみましょう。 

「わたしのなまえ」と かいてありますね。 

えを みると じぶんのなまえを かーどに かいて 

おはなししていますね。ともだちに じぶんのなまえや 

じぶんのすきなものなどを つたえているところです。 

がっこうが はじまったら じぶんのことを ともだち

に つたえられるように れんしゅうしましょう。 

【保護者の方へ】 

ここでは、まだ平仮名を書く学習が始ま

っていないので、自分の名前だけ書ける

ように練習させてください。書写の教科

書 P２・３に字を書く姿勢が、P４・５に

鉛筆の持ち方が、P２０・２１に平仮名の

書き順や手本が載っていますので、そち

らを見ながら練習させると、より正しく

練習できます。けれど、この段階で上手に

書けなくても良いので、とにかく書けた

ことや頑張って練習したことを褒めてあ

げてください。書くことを嫌がらないよ

うに、書くことが楽しいと思えるように

お願いします。 

はじめに、たかはし ゆい 

と かいてある もじを 

ゆっくり ていねいに 

はみださないように  

なぞりましょう。 

つぎに、ゆっくり ていねいに 

じぶんのなまえを 

かきましょう。 


